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観光統計・データ 

ニューツーリズム 

観光地交通マネジメント 

観光客心理分析手法 

観光政策 

観光地域づくり実践 

(観光以外の)交通学 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 

GPS等位置情報データを用いた観光周遊行動分析 

観光庁等での統計整備支援に資する諸研究 

観光産業の経済効果・環境影響のマクロ分析 

「飽き」を反映した再訪意向分析 

観光地満足度へのアクセス交通LOS影響 

政治リスク影響 

世界遺産地区＋歩行者 

地域観光振興を通じた渋滞軽減策 

インフラ観光 

スポーツ観光 

ウェルネス観光 ウェルネス観光 

定量研究に基づくインバウンド振興関連政策提言 

自治体等の観光自主財源 

佐渡：自然資本を生かした観光 高尾DMO 

首都圏三環状料金施策提言 ダカール：宗教団体＋公共交通 

首都大移籍後(2011～)の研究系譜 

観光圏域 
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調査名 開始年 調査目的 
調査対
象 

主な調査項目 調査方法 

旅行・観光消費
動向調査 

2003年
度 

旅行・観光にお
ける消費実態
の把握 

日本人 

旅行回数 

旅行時期 

消費内訳 

25,000人を無作為抽出，年4

回実施 

訪日外国人消
費動向調査 

2010年 

訪日外国人客
の消費実態の
把握 

外国人 
全国18空海港で38,000人を
抽出，年4回 

宿泊旅行統計
調査 

2007年 

宿泊旅行の全
国規模の実態
の把握 

日本人 

外国人 

都道府県別居住
地別月別延・実宿
泊数 

全宿泊施設からの申告値から
推計 

共通基準による
観光入込客統
計 

2010年 

観光入込客数
と消費額の全
国規模の実態
の把握 

日本人 

都道府県別四半
期別観光入込客
数・属性別平均消
費額 

観光地点の入込客数の申告
値と，観光地点での訪問地点
数や消費額に関するパラメー
タ調査を組み合わせて推計 

観光地域経済
調査 

2012年
度 

観光産業の観
光売上割合と
生産構造等の
実態の把握 

事業所 

売上額の観光割
合，支払先地域別
割合 

904地域に立地する約9万事
業所 
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観光産業の活
動実態把握 

観光客の周遊
行動把握 

観光客の消費
行動把握 

観光客の評価
把握 

統計調査 
○現象を広域・他時点で
把握可能 

△現象の生じた要因は直
接的に把握不可能 

○現象を広域・他時点で
把握可能 

△現象の生じた要因は直
接的に把握不可能 

○現象を広域・他時点で
把握可能 

△現象の生じた要因は直
接的に把握不可能 

○現象を広域・他時点で
把握可能 

△現象の生じた要因は直
接的に把握不可能 

アンケート調査 
○現象の生じた要因を直
接的・詳細に把握可能 

△広域・他時点での実施
が困難 

○行動の要因も直接的・
詳細に把握可能 

△回答の信頼性・精度に
やや問題あり 

○消費の要因も直接的・
詳細に把握可能 

△回答の信頼性・精度に
おおきな問題あり 

○評価の背景を直接的・
詳細に把握可能 

△広域・他時点での実施
が困難 

携帯基地局
データ 

× 
○エリアの時刻別滞留密
度が把握可能 

△個人の移動は把握不
可能 

× × 

モバイルGPS
データ 

× 
○個人の移動軌跡が高
精度に把握可能 

△行動の要因は直接的に
把握不可能 

× × 

SNSデータ 
○活用内容を多様かつ
広範に把握可能 

△書き込み頻度，内容等
の主体間のバラツキ大 

○個人の滞在場所や行
動を直接把握可能 

△書き込み頻度，内容等
の個人間のバラツキ大 

○消費項目を具体的に把
握可能 

△書き込み頻度，内容等
の個人間のバラツキ大 

○細かい評価要因を把握
可能 

△書き込み頻度，内容等
の個人間のバラツキ大 

カード決済デー
タ 

○高精度な売上データが
把握可能 

△現金決済部分は把握
不可能 

○カード決済による訪問
エリアの把握が可能 

△決済を通さない活動は
把握不可能 

○消費項目と金額の直接
的な把握が可能 

△現金決済時の把握は
不可能 

× 
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観光庁：平成27年度ICTを活用した訪日外国人観光動態調査事業実施報告書より 
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観光庁：平成27年度ICTを活用した訪日外国人観光動態調査事業実施報告書より 
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観光庁：平成27年度ICTを活用した訪日外国人観光動態調査事業実施報告書より 
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観光庁：平成27年度ICTを活用した訪日外国人観光動態調査事業実施報告書より 
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単なる見学会では？ 


